公立大学法人大阪府立大学　中期目標（素案）【平成２３年度～２８年度】の概要
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資料９








【教育内容、教育研究の実施体制に関する目標】


○「先端技術」、「環境」、「健康」などの分野を重点化し、理系を中心とする４学域体制に再編。（24年度から）


○理系中心の教育研究で社会のリーダーを育成するため、理系をベースに文系を融合させた新たな学域として「現代システム科学域」を設置。（他学域にもカリキュラムを提供）


○入試は学域・学類を基本に幅広く実施。


　○教養・基礎教育や専門教育の再編・充実により、社会をリードする高い専門性と実践力を併せ持った人材を育成。


　　　　　　　［～平成２３年度］　　　　　　　　　　　　［平成２４年度～］














　　　　　　　 　　　　








○学部等に所属してきた教員は、研究領域のグループの所属とする。


【学生支援に関する目標】


○独自の奨学金による支援のほか、就職支援等の学生サポートや教育環境の充実に努める。障がい者の学ぶ機会をより一層拡充するため、支援の取組みを進める。


【地域貢献等に関する目標】


○地域貢献ナンバーワン大学への取組みとして、「地域連携研究機構」を新設。産学連携やシンクタンク機能、生涯学習機能といった大学の教育研究と地域社会をつなぐ機能のための窓口を充実。


○諸機関（府、府内市町村、小・中学校、高等学校、府立病院機構、試験研究機関、大学、企業）との連携を強化。


【国際化に関する目標】


　○国際交流推進体制を充実。アジアをはじめ世界からの留学生の積極的受入れや、海外への留学生数も増加させ、教育研究活動の活性化、国際的な情報発信の強化をめざす。


【工業高等専門学校の教育内容、教育研究の実施体制に関する目標】（23年度から設置・運営）


○本科（５年制）と専攻科（２年制）を設置。入試は「総合工学システム学科」で実施。


○近隣府県の中学生のニーズ等を踏まえ通学区域の弾力化など幅広く検討。また、府立大学への編入学などについても検討。
























































【法人組織の改革に関する目標】


○役員会を構成する理事長、理事については、外部からの経営参画を促進するため、外部出身者登用をその総数の半数以上とするなど、法人経営において民間的センスをより一層強化。


【教職員組織の運営の改善に関する目標】


○優れた人材が集まる大学をめざし、女性、若手、外国人研究者など多様な人材確保と育成を推進。職員の目標管理制度と教職員の業績評価制度を確立。併せて、任期制の更なる拡充を検討。


【事務組織の改革に関する目標】


　○府からの派遣職員を縮小し、法人独自職員の育成、プロフェッショナル化を図るとともに、アウトソーシング化等を推進し、機動的・弾力的な組織運営をめざす。





業務運営の改善及び効率化に関する目標の概要








【経常経費の抑制に関する目標】


　○セグメント会計の導入で、意思決定の適正化やより一層の経営効率化に取り組む。教育研究水準の維持・向上を念頭に教職員数の適正化を図るなど経常経費を抑制。


【自主財源捻出に関する目標】


○外部資金等自主財源獲得に向けたプロジェクト支援体制を構築し、戦略的に財源を確保。


【資産の運用管理の改善に関する目標】


　○資産の効率的・効果的な運用を図る。（土地の出資を予定）


【学生納付金についての目標】


　○府立大学：国立大学並みの授業料水準を維持するが、教育研究環境の充実を図るため、教育設備負担金等についてキャンパスの整備等を踏まえ検討。


　○工業高等専門学校：国立高等専門学校並みの授業料水準を維持。


【運営費交付金についての目標】


○府立大学：年９０億円を基本に運営費に占める割合を５０％とすることをめざす。


○工業高等専門学校：教育研究に必要な経費を確保。





教育研究等の質の向上に関する目標の概要





財務内容の改善に関する目標の概要





その他業務運営に関する重要目標の概要





工学部


生命環境科学部


理学部


経済学部


人間社会学部


看護学部


総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部








【教育研究環境の整備目標】


　○キャンパスプランに基づき、耐震補強の実施、学舎配置、教育研究設備の充実、学生等利用者の満足度の向上等の課題を踏まえ、学生、教職員にとって魅力的なキャンパスづくりを推進。


○教職員・学生が一体となって、地球環境・地域環境の保全に配慮したエコキャンパスの実現をめざす。





自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標の概要








【評価の充実に関する目標】


　○教育研究活動や業務運営について、自己点検・評価を実施し、その結果を改善に活かす。


【情報開示と戦略的広報に関する目標】


○説明責任の履行、地域貢献を強化するため、入試広報を含め一元的に広報を担当する組織を設置し、大学の認知度向上をはじめとするブランド力強化戦略を練る。


【大学評価についての目標】


○国際的な大学ランキングをはじめとした、民間調査機関等が実施する各種「大学ランキング指標」に教育研究実績や改革成果が反映されるよう、具体的に取り組む。











【大阪府の今後の検討課題】　※「中期目標の基本的な考え方」に記載


○理事長と学長の分離について、経営と教学の一層の強化を図るため、今後検討していく。


○同じ公立大学である大阪市立大学と統合することで強力な大学が誕生するものと考えており、今後ともその可能性を探っていく。








